
高知大学医学部附属病院
エイズケアチームの取り組み

～HIV診療連携体制強化事業について～

高知大学医学部附属病院

副看護師長 HIV専従看護師

中村美保

令和7年度第1回中国・四国ブロックエイズ治療拠点病院等連絡協議会



はじめに

＊HIV 陽性者においては、近年の抗HIV薬の進歩により予後が大きく改善され、

多くは地域において通常の生活を送っている

＊HIV陽性者はHIV感染症以外の疾患や歯科診療に関しては、住み慣れた地域での

受診希望が多い

当県では2014年に、歯科診療所、医療機関で受入れ拒否があったことから、

・行政、中核拠点病院で医科（歯科）診療連携体制構築の強化

・協力医療機関のHIVに関する知識更新と技術力向上等を図る

・HIV 感染者等が地域で診療を受けられる体制の構築を図る

を目的とした「HIV診療連携体制強化事業委託業務」を行政から当院エイズケア

チームに委託

今回、「HIV診療連携体制強化事業委託業務」活動報告を行う



2014年5月3日：高知新聞より2014年11月8日：朝日新聞より



HIV診療医療連携体制強化推進事業成立まで

2014年 5月： 「HIV歯科治療拒否」と報道

6月： 行政、当院エイズケアチーム、歯科口腔外科教授と話し合い

「歯科医療安全管理体制推進特別事業（HIV関係）」

9月： 高知歯科口腔科学研究会 特別研修会を開催

HIV診療に登録した歯科診療所13施設

11月： 「HIV感染理由に受診を拒否」と報道

行政、当院エイズケアチームと話し合い

2015年 4月： 「HIV診療医療連携体制強化推進事業」を委託

出前研修、1日実地研修、訪問支援、研修会等を開始



HIV診療連携体制強化事業

・業務内容：出前研修・1日実地研修・訪問支援

・研修会：高知県HIV感染症研修会の開催（1回/年）

＜実績＞

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

出前研修 0 3 5 16 4 11 0 2（WEB) 3 5 2

1日実地研修 0 0 0 2 4 1 2 0 1 5 4

訪問支援
（合同カンファレンス含む）

0 1 2 6 4 1 10 1 12 10 2

高知県HIV感染症研修会 1 1 1 1 1 1 0 1（WEB) 1 1 1

目的：
＊歯科診療に関する診療連携体制を強化し、協力医療機関のHIV に関する知識の更新と技術力向上等を図る
＊急性期及び回復期リハビリや緩和ケア、療養病床での医療、人工透析医療との連携を強化するために、関係職種及び協力医療機関への
研修等を行うことで県内中部、西部、東部ごとに歯科診療・緩和ケア・透析・急性期リハ・訪問看護の施設がHIV 陽性者の受け入れ機関と
して位置づけられ、HIV 感染者等が地域で診療を受けられる体制の構築を図る

＊中核拠点病院と拠点病院の協議会を実施しHIV 診療や治療の情報提供を行い、地域で在宅医療や介護サービスを提供できるよう拠点病
院と地域とも連携し、病院や施設の役割を整理することでHIV 感染者等が安心して医療を受け、円滑に地域に繋ぐことができる

・連絡協議会（1回/年）開催：
行政・拠点病院・中核拠点病院・保健所

・歯科医療ネットワーク連絡協議会：（1回/年）開催
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HIV感染症に関する基礎知識、感染対策、感染者へのケア等について、研修を
行うことにより医療・福祉関連施設等における患者受け入れの不安を軽減し、
患者・感染者をケアできることを目的として、高知大学医学部附属病院エイズ
ケアチームのスタッフが、貴院に伺って研修会を開催します。

１）対象：高知県内の医療・福祉関連施設等
２）場所：申し込み施設内を基本としますが、場所が確保できない場合は

ご連絡下さい
３）内容：事前に相談の上、希望に沿った内容にします
４）時間：30～90分（ご希望の時間で行います）
５）講師：医師・看護師・薬剤師・医療ソーシャルワーカー・公認心理師

（ご希望の職種を選んでいただいてかまいません）
６）費用：無料（一切の費用はかかりません）
７）研修依頼について：回数の制限なし

（例：1回目：看護師、2回目：薬剤師、3回目：MSW等々・・・可能です）



出前研修

＜総合病院看護部長＞

・地域にHIV陽性者がいるのであれば、受け入れ体制を検討しなければならない
・個人が限定されない程度の情報提供の希望あり

個人情報漏洩を恐れ、

県内全体の患者数のみ報告

＜研修会での情報提供＞

高知県の現状
・地域別HIV陽性者数
・HIV陽性者年齢
・今後の課題：
院内だけではなく院外との連携・調整が必要、等

必要な情報提供をすることの大切さを学んだ



医療・福祉・介護関連施設等で勤務されている皆さん
高知大学附属病院で、「HIV感染症・1日実地研修」を受けてみませんか

高知大でのHIV感染症・エイズ患者に対する診療の実際を見学し、理解を深めることを目的として研修を
行っています

対 象 者 ： 高知県内の医療・福祉・介護関連施設等に勤務されている方

研修時間： 平日9時から18時まで（午前中のみでも可能）
＊具体的な日程に関しては、ご相談の上決定いたします

1回の研修人数： 1名まで （同施設からの参加回数の制限なし）

研修内容： 入院患者の見学、外来診療・面談の見学、感染予防・曝露後対応等、ご希望される内容で
研修を行います
＊研修時の担当でご希望される職種があれば、ご相談に応じます
（医師 ・ 看護師 ・ 薬剤師 ・ ソーシャルワーカー・公認心理師・臨床検査技師）

参 加 費 ： 無料 （遠方の方には交通費支給あり）



第9回高知県HIV感染症研修会

HIV感染症治療法の進歩によりHIV陽性者の長期生存が可能となった現在、HIV感染症・エイズ以外での疾患による療養が必要となりま
した。今年度の研修会では、前半は「当事者からのメッセージ」、後半は大阪医療センター医療ソーシャルワーカー岡本学先生から、今後、
自施設または在宅で「HIV陽性者を受け入れるにはどうすればいいのか？」のご講演、終了後、当事者、講師、フロア参加者で意見交換
等を行います。
これまでにHIV感染症に関する研修会に参加されたことがない方でも十分ご理解いただける内容となっています。県内の医療・福祉・介
護関連施設、訪問看護ステーション等に勤務されている多数の皆様、お誘い合わせのうえ、多数ご参加くださいますようお願い申し上げ
ます。

記

日 時：2025年2月15日（土）14：30～17：10（受付14：00～）

場 所：高知共済会館3階 大ホール桜（高知市本町5丁目3-20）

参加費：無料

次 第

１．報告：高知県の現状 高知大学医学部附属病院 看護師 中村 美保

２．当事者からのメッセージ

３．講演：地域医療機関や在宅でHIV陽性者を安心して受け入れるには？
大阪医療センター医療福祉相談室 医療ソーシャルワーカー 岡本 学先生
座長 高知大学医学部附属病院 医療ソーシャルワーカー 前田 英武



市民公開講座高知大学医学部附属病院

後援：高知大学医学部附属病院ＳＯＧＩ支援チーム

日高 庸晴（ひだか やすはる）宝塚大学看護学部教授、京都大学医学部非常勤講師
文部科学省が2016年4月に発表した性的指向と性自認に関する教職員向け資料の作成協力、監修した法務省
企画の人権啓発映像はYouTubeで約268万回の再生回数にのぼっている。これまでに文部科学省・厚生労働
省・法務省・人事院・警察庁や最高裁判所に設置されている司法研修所、地方公共団体が主催する研修講
師を多く務める。 NHK「ハートネットTV」「視点・論点」など新聞やテレビなどマスコミ出演多数。

高知県HIV診療連携体制強化事業

～今からできるSOGI支援～

座長：武内 世生 先生（高知大学医学部附属病院総合診療部准教授）

日高 庸晴 先生
宝塚大学看護学部教授・
京都大学医学部非常勤講師

講演

13:30～

2025年7月12日(土)日時

15:00～

シンポジウム

日高 庸晴 先生
武内 世生 先生
県内当事者団体の方

LGBTQ+当事者が心地よいと思える
医療と教育を実装するために

座長：前田 英武 氏（高知大学医学部附属病院地域医療連携室MSW）



新着情報・お知らせ エイズ・ケア・チームに
ついて

研修案内 中核拠点病院とは 高知県エイズ治療
拠点病院一覧

派遣カウンセリング
制度について

資料／冊子



新着情報・お知らせ エイズ・ケア・チームに
ついて

研修案内 中核拠点病院とは 高知県エイズ治療
拠点病院一覧

派遣カウンセリング
制度について

資料／冊子

ホームページから：研修案内や申し込み可能



HIV診療連携体制強化事業：業績

2017年

・回復リハビリ病床へ転院：転院前に出前研修、受け入れ病棟と合同カンファレンス実施

2018年～2024年

・在宅支援（服薬管理、在宅リハビリテーション）のため訪問看護導入

・緩和ケア病床・障害者病床へ転院

・高次機能障害になった患者：地域精神科病院と拠点病院へ転院

・拠点病院へAIDS発症患者入院：当院から毎週訪問支援（医師・看護師・心理師）

・総合病院にAIDS発症、腎不全患者入院：当院から訪問支援（医師・看護師）

・高次脳機能障害になった患者：障害者施設に入所

・診療所、訪問看護師、当院と連携：在宅で看取り

・患者・家族、訪問看護師、作業療法士、ケアマネージャー、介護ヘルパー等：在宅支援

（自宅で合同カンファレンス）

等々・・・
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高知県内：転院・透析・施設・在宅等での受け入れ状況



今後の課題



近隣医療機関

42%

中核拠点病院

32%

地域拠点病院

9%

検討中

14%

他県へ転院

3%

（N=80）

当院に通院できなくなった場合
次にどこの医療機関を受診しますか？

・高幡、西部、東部地域の患者が多い
・土佐清水市、室戸市在住患者は拠点病院
まで通院出来ないと言われている

高知市、
南国市在住患者が多い

高知市、南国市在住患者
の中でも、高知市内の拠点
病院への転院希望あり



今後の課題

・当院に通院出来ない

・HIV感染症以外の併存疾患治療

・認知機能低下 等

今まで以上に

＊各地域の拠点病院

＊行政（保健師含む）、地域医療機関、福祉・介護関連施設、

訪問看護ステーション、調剤薬局等との連携体制構築



ご清聴
ありがとうございました

皿鉢料理 ぼうしぱん 文旦（ぶんたん）


